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昨
今
に
お
け
る
常
識
の
変
化

や
情
報
伝
達
、
ま
た
物
事
の
普
及

す
る
速
度
は
目
ま
ぐ
る
し
い
も

の
が
あ
る
▼
と
り
わ
け
デ
ジ
タ

ル
化
は
世
界
中
で
急
速
に
進
ん

で
お
り
、
中
国
の
大
都
市
で
は

現
金
は
も
ち
ろ
ん
、
も
は
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
す
ら
一
部
の

高
級
ホ
テ
ル
で
し
か
使
え
な
い

と
か
。
代
わ
り
に
青
空
市
場
な

ど
ま
で
が
す
べ
て
ス
マ
ホ
決
済

と
な
っ
て
お
り
、
財
布
を
持
ち

歩
か
な
い
生
活
と
聞
く
▼
日
本

の
医
療
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｔ
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
よ
り
、
検
査
デ
ー
タ
や

診
察
・
診
療
内
容
が
い
わ
ゆ
る

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
と
し
て
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
な
ど
に
集
約
さ
れ
、
各

診
療
科
や
薬
局
と
の
連
携
に
役

立
つ
日
も
近
い
だ
ろ
う
。
ま
た

あ
る
国
で
は
、
処
方
医
が
出
し

た
薬
を
患
者
が
薬
局
で
キ
チ
ン

と
受
け
取
っ
た
か
ど
う
か
ま
で

も
デ
ー
タ
管
理
し
て
い
る
と
い

う
。
日
本
が
こ
こ
ま
で
な
る
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
薬

の
飲
み
忘
れ
や
無
駄
な
薬
剤
費

の
削
減
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
。

歯
科
医
療
界
に
お
い
て
も
今
後

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
に
期
待

し
た
い
▼
一
方
で
、
医
療
制
度

づ
く
り
や
顔
を
み
る
診
察
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
一
概
に
デ
ジ
タ

ル
化
が
良
い
と
は
言
え
な
い
し

で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
Ｉ
Ｔ

の
進
ん
で
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

「
…
ら
し
さ
」
が
求
め
ら
れ
る
。

自
ら
つ
く
り
あ
げ
た
Ａ
Ｉ
に
使

わ
れ
る
こ
と
や
膨
大
な
情
報
に

振
り
回
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
人
間
ら
し
さ
を
大
切
に
良

識
を
も
っ
て
磨
い
て
ゆ
こ
う
。
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平
成
30
年
４
月
１
日
（
日
）、
午
後

１
時
よ
り
歯
科
医
師
会
館
に
て
日
歯

連
盟
各
委
員
会
合
同
会
議
及
び
第
１

回
各
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
合
同
会
議
で
は
、
本
年
度
よ

り
活
動
を
開
始
す
る
選
挙
対
応
委
員

会
、
会
員
対
策
委
員
会
、
基
本
問
題

検
討
委
員
会
、
総
務
・
情
報
委
員
会

の
４
つ
の
委
員
会
委
員
及
び
担
当
役

員
が
一
堂
に
会
し
て
、
高
橋
会
長
が

目
指
す
今
後
の
本
連
盟
の
目
標
及
び

方
針
が
示
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
午
後
２
時
か
ら
は
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
会
ご
と
に
分
か
れ
、

執
行
部
よ
り
提
示
さ
れ
た
諮
問
事

項
に
基
づ
き
協
議
等
が
行
わ
れ
た
。

　

選
挙
対
応
委
員
会
で
は
、
国
政
選

挙
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
選
挙
へ
の

対
応
や
情
報
収
集
等
を
、
会
員
対
策

委
員
会
で
は
、
入
会
促
進
・
退
会
防

止
及
び
会
費
徴
収
策
の
検
討
と
現
会

員
に
対
す
る
連
盟
活
動
の
理
解
・
普

及
策
の
検
討
等
を
、
基
本
問
題
検
討

委
員
会
で
は
、
本
連
盟
の
活
動
の
あ

り
方
そ
の
も
の
と
、
そ
こ
か
ら
派
生

す
る
諸
問
題
等
の
検
討
等
を
、総
務
・

情
報
委
員
会
で
は
、
各
国
の
社
会
保

障
制
度
の
調
査
や
関
連
団
体
の
各
種

情
報
収
集
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審

議
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
４
つ
の
委
員
会
か 

ら
は
、
本
年
秋

頃
を
め
ど
に

答
申
の
取
り

ま
と
め
が
出

さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
に
基

づ
き
執
行
部

は
会
務
を
遂

行
し
て
い
く

こ
と
と
な
る
。

【
各
委
員
会
委
員
一
覧
は
左
記
】

※
関
連
写
真
は
上
掲

役　職 氏　　名 都道府県
委 員 長 藤井 和則 山口県
副委員長 野村 和男 高知県
委　　員 多田 和央 北海道

〃 松崎 俊一 埼玉県
〃 鶴岡 裕亮 神奈川県
〃 池山 正仁 愛知県
〃 森川 麗子 大阪府
〃 三好 篤信 香川県
〃 堀川 清一 鹿児島県

選挙対応委員会
任期：平成29年8月24日～当該審議終了日

新
設
委
員
会
が
一
堂
に
会
す

将
来
担
う
若
手・女
性
委
員
の
活
躍
に
期
待

役　職 氏　　名 都道府県
委 員 長 山田 　尚 北海道
副委員長 今宮 圭太 神奈川県
委　　員 羽生 和弘 福島県

〃 赤田 尚久 埼玉県
〃 木村 宗雄 長野県
〃 中西 時彦 大阪府

総務・情報委員会
任期：平成30年1月26日～当該審議終了日

役　職 氏　　名 都道府県
委 員 長 中村 文昭 岡山県
副委員長 米山 ゆき子 東京都
委　　員 田代 高志 栃木県

〃 武田 直丈 東京都

〃 穂苅 雅人 新潟県

広報委員会
平成29年7月1日～平成31年6月30日

役　職 氏　　名 都道府県
委 員 長 塚本 浩樹 佐賀県
副委員長 小枝 義典 東京都
委　　員 金井 義明 北海道

〃 佐藤　 剛 東京都
〃 松山 知明 神奈川県
〃 佐藤 理之 愛知県
〃 高橋 進吾 兵庫県
〃 南 哲之介 岡山県
〃 渡部 眞輝 愛媛県

基本問題検討委員会
任期：平成29年12月22日～当該審議終了日

※◯青年部会　●女性部会

役　職 氏　　名 都道府県
委 員 長 ● 竹内 千惠 東京都
副委員長 ○ 西脇 孝彦 岐阜県
委　　員 ○ 大野 　一 千葉県

〃 ● 岡本 美世子 東京都
〃 ○ 奥山 宜明 東京都
〃 ● 大村 真由 新潟県
〃 ● 千田 恭恵 石川県
〃 ○ 藤田 日生 大阪府
〃 ● 神﨑 理子 熊本県

会員対策委員会
任期：平成29年8月24日～当該審議終了日

各委員会委員一覧
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科　　目 平成30年度予算 平成29年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要

第一款 経 常 経 費 188,611,000 187,652,000 959,000 100.5％

 第一項 役 員 報 酬 ・ 
賞与・傷害保険料 66,768,000 66,367,000 401,000 100.6％ 役員報酬（24名分）、役員賞与（24名

分）、役員傷害保険料（24名分）

 第二項 評 議 員 委 員 等
傷 害 保 険 料 1,284,000 1,284,000 0 100.0％ 評議員・委員等傷害保険料

（延べ1,000名分）

 第三項 職 員 人 件 費 79,845,000 81,573,000 ▲ 1,728,000 97.9％ 

基本給（8名分）、賞与（8名分）、退職積
立金（8名分）、健康診断料（8名分）、諸
手当（家族手当、役職・定額残業手当、
時間外手当、通勤手当、住宅手当、福祉
年金手当）、保険料（社会保険料、労働
保険料、介護保険料、互助会費）

 第四項 光 熱 水 費 ・ 
備 品 消 耗 品 費 13,084,000 11,373,000 1,711,000 115.0％ 

事務室電気代、備品購入費、事務用消
耗品費、コピー代、印刷代（制度・予算・
税制改正要望書、役員名簿、規約・規
則集、名刺）、書籍購入費、車両関係費

（公用車リース料、任意保険料、ETC・ガ
ソリン代）、新聞代（９紙）、NHK受信料

 第五項 事 務 所 費 27,630,000 27,055,000 575,000 102.1％

賃借料（事務室、打合室）、共益費（事
務室、打合室）、リース料（複合機、シュ
レッダー、郵便料金機器、会計ソフト）、イ
ンターネット銀行振込サービス料、通信費

（電話代、FAX・電報・インターネット代）、
郵便料（後納郵便料、郵券・ハガキ）、資
料発送代（宅配便）、会員・会費管理シ
ステム費用（運用保守料、システム調整
費用）、ネットワーク基盤費用（運用保守
料）、嘱託弁護士報酬、会計監査報酬、
訴訟関連費用

第二款 政 治 活 動 費 640,425,000 682,099,000 ▲ 41,674,000 93.9％
 第一項 評 議 員 会 費 17,957,000 17,765,000 192,000 101.1％ 評議員会（3回開催）
 第二項 会 長 会 議 費 9,084,000  8,957,000 127,000 101.4％ 会長会議（2回開催）

 第三項 常 任 理 事 会 ・
理 事 会 費 18,324,000 21,884,000 ▲ 3,560,000 83.7％ 常任理事会（6回開催）

理事会（12回開催）

 第四項 諸 会 議 費 10,911,000  15,313,000 ▲ 4,402,000 71.3％ 

総務・情報委員会（3回開催）、規約・規
則検討委員会（名目計上）、会員対策委
員会（9回開催：部会含む）、選挙対応委
員会（3回開催）、基本問題検討委員会

（3回開催）、臨時委員会（6回開催）

 第五項 連 絡 協 議 会 費 2,529,000 2,529,000 0 100.0％ 日本歯科医師会・日本歯科医師連盟役
員連絡協議会（12回開催）　　

 第六項 時局対策本部会費 2,000 2,000 0 100.0％ 時局対策本部会（名目計上）

 第七項 選 挙 対 策 推 進
本 部 会 費 2,000 2,000 0 100.0％ 選挙対策推進本部会（名目計上）

 第八項 監 事 会 費 463,000 669,000 ▲ 206,000 69.2％ 監事会（2回開催）

 第九項 会 務 運 営 関 係 費 8,659,000 8,905,000  ▲ 246,000 97.2％ 

褒賞審議会（1回開催）、褒賞授賞式
関係費、役員報酬算定委員会（2回開
催）、参議院比例代表選挙候補者選考
委員会（名目計上）、選挙管理委員会（2
回開催）、会議室使用料

 第十項 医 政 対 策 費 188,576,000 226,776,000 ▲ 38,200,000 83.2％ 

歯科医療問題対策費（デンタルミーティン
グ等地方政治活動助成費、組織対策
費、関連団体打合せ会費、関連団体助
成金）、国会関係対策費（歯科医師等
国会議員助成金、国会議員関係打合
せ会費）、衆参議員の医政対策研究会
費・励ます会費、大臣・副大臣・党役員等
花代、歯科医師議員連盟会議費、医政
対策需用費、資料代

 第十一項 地 方 政 治 活 動 費 197,199,000 198,945,000 ▲ 1,746,000 99.1％ 地方政治活動費（当年度分、過年度分）

 第十二項 交 際 費 9,500,000 8,400,000 1,100,000 113.1％ 
各都道府県・各地区行事祝金酒肴料、
慶弔見舞金・花代・左記以外の祝金酒
肴料、各種広告費、中元・歳暮代、各所
挨拶手土産代

 第十三項 旅 費 27,673,000 27,673,000 0 100.0％ 
役員執務旅費、役員出張旅費、タクシー・
ハイヤー使用料、職員出張旅費、職員外
出交通費

 第十四項 広 報 費 47,496,000  41,179,000  6,317,000 115.3％ 

広報委員会（12回開催）、日歯連盟広報費
（8頁・54,000部・6回発行）、ホームページ
費用、取材旅費、広報取材原稿料、広報
取扱手数料、広報企画費、記者懇談会費
用（4回開催）

 第十五項 調 査 研 究 費 1,050,000 2,100,000 ▲ 1,050,000 50.0％ 調査研究費
 第十六項 寄 附 金 100,000,000   100,000,000  0 100.0％ 政党関連対応
 第十七項 雑 費 1,000,000  1,000,000 0 100.0 ％
第三款 繰 出 金 159,634,000 127,648,000 31,986,000 125.1％ 

 第一項 政 治 活 動 運 営
会 計 繰 出 金 1,000 1,000 0 100.0％ 参院選挙（比例区）対応積立金

（名目計上）

 第二項 選 挙 関 係 管 理
会 計 繰 出 金 108,100,000 89,500,000 18,600,000 120.8％ 

参院選挙（選挙区）対応積立金、衆院
選挙対応積立金、地方自治体選挙対
応積立金、補欠選挙対応積立金、その
他積立金

 第三項 役員退職金積立金
会 計 繰 出 金 20,810,000 20,810,000 0 100.0％ 役員退職慰労金積立金

（単年度積立２４名分）

 第四項 運 営 基 金 積 立 金
会 計 繰 出 金 30,723,000  17,337,000  13,386,000 177.2％ 

第四款 予 備 費 100,000,000 100,000,000 0 100.0％ 
 第一項 予 備 費 100,000,000 100,000,000 0 100.0％

支　　出　　合　　計 1,088,670,000 1,097,399,000 ▲ 8,729,000 99.2％

科　　目 平成30年度予算 平成29年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要
第一款 会 費 985,996,000  994,725,000  ▲ 8,729,000 99.1％ 

 第一項 当 年 度 会 費 981,996,000  990,725,000 ▲ 8,729,000 99.1％ 平成29年12月31日時点の会員数より算出
（日歯連盟広報購読料含む）

 第二項 過 年 度 会 費 4,000,000 4,000,000 0 100.0％
第二款 寄 附 金 1,000 1,000 0 100.0％
 第一項 寄 附 金 1,000 1,000 0 100.0％ 名目計上
第三款 雑 収 入 2,672,000 2,672,000 0 100.0％ 
 第一項 広 告 収 入 2,571,000 2,571,000 0 100.0％ 日歯連盟広報に係る広告収入（6回）
 第二項 預 金 利 息 100,000  100,000 0 100.0％ 預金利息
 第三項 雑 入 1,000 1,000 0 100.0％ 名目計上
第四款 繰 入 金 収 入 1,000 1,000 0 100.0％ 

 第一項 運 営 基 金 積 立 金
会 計 繰 入 金 1,000 1,000 0 100.0％ 名目計上

当 年 度 収 入 合 計 988,670,000 997,399,000 ▲ 8,729,000 99.1％ 
第五款 前年度繰越収支差額 100,000,000 100,000,000 0 100.0％ 
 第一項 前年度繰越収支差額 100,000,000 100,000,000 0 100.0％ 平成29年度繰越収支差額見込み

収　　入　　合　　計 1,088,670,000 1,097,399,000 ▲ 8,729,000 99.2％ 

収入の部

支出の部

第4号議案
（自　平成30年4月1日／至　平成31年3月31日）

平 成 30 年 度 一 般 会 計 収 支 予 算
▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

（前年度比は小数点第二位を四捨五入により算出）

（前年度比は小数点第二位を四捨五入により算出）

（前年度比は小数点第二位を四捨五入により算出）

第5号議案
（自　平成30年4月1日／至　平成31年3月31日）

平成30年度政治活動運営会計収支予算

第6号議案
（自　平成30年4月1日／至　平成31年3月31日）

平成30年度選挙関係管理会計収支予算

科　　目 平成30年度予算 平成29年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要
第一款 繰 入 金 1,000 1,000 0 100.0％ 
 第一項 一 般 会 計 繰 入 金 1,000 1,000 0 100.0％ 名目計上

科　　目 平成30年度予算 平成29年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要
第一款 繰 入 金 108,100,000 89,500,000 18,600,000 120.8％ 

 第一項 一 般 会 計 繰 入 金 108,100,000 89,500,000 18,600,000 120.8％
参院選挙（選挙区）対応積立金、
衆院選挙対応積立金、地方自治体選挙
対応積立金、補欠選挙対応積立金、
その他積立金

第二款 雑 収 入 10,000 10,000 0 100.0％
 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 0 100.0％
当 年 度 収 入 合 計 108,110,000 89,510,000 18,600,000 120.8％ 
第三款 前年度繰越収支差額 89,500,000  144,573,000 ▲ 55,073,000 61.9％ 
 第一項 前年度繰越収支差額 89,500,000 144,573,000 ▲ 55,073,000 61.9％ 平成29年度繰越収支差額見込み

収　　入　　合　　計 197,610,000  234,083,000  ▲ 36,473,000 84.4％ 

科　　目 平成30年度予算 平成29年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要
第一款 経 常 経 費 1,000  1,000 0 100.0％ 名目計上
第二款 政 治 活 動 費 1,000 1,000 0 100.0％ 名目計上
第三款 繰 出 金 1,000 1,000 0 100.0％ 

 第一項 運 営 基 金 積 立 金
会 計 繰 出 金 1,000 1,000 0 100.0％ 名目計上

第四款 予 備 費 99,000 9,000 90,000 1100.0％ 
 第一項 予 備 費 99,000 9,000 90,000 1100.0％ 

支　　出　　合　　計 102,000 12,000 90,000 850.0％ 

科　　目 平成30年度予算 平成29年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要
第一款 経 常 経 費 1,000  1,000 0 100.0％ 名目計上
第二款 政 治 活 動 費 26,100,000 10,600,000 15,500,000 246.2％

 第一項 選 挙 関 係 費 26,100,000 10,600,000 15,500,000 246.2％
寄附・陣中見舞（衆・参・地方自治体補欠
選挙対応、地方自治体選挙対応）、
推薦状・ビラ筆耕代

第三款 繰 出 金 1,000 1,000 0 100.0％ 

 第一項 運 営 基 金 積 立 金
会 計 繰 出 金 1,000 1,000 0 100.0％ 名目計上

第四款 予 備 費 171,509,000 223,482,000  ▲ 51,973,000 76.7％ 
 第一項 予 備 費 171,509,000 223,482,000 ▲ 51,973,000 76.7％ 

支　　出　　合　　計 197,610,000 234,083,000 ▲ 36,473,000 84.4％ 

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

（前年度比は小数点第二位を四捨五入により算出）

（前年度比は小数点第二位を四捨五入により算出）

第7号議案
（自　平成30年4月1日／至　平成31年3月31日）

平成30年度役員退職金積立金会計収支予算

第8号議案
（自　平成30年4月1日／至　平成31年3月31日）

平成30年度運営基金積立金会計収支予算

科　　目 平成30年度予算 平成29年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要
第一款 繰 入 金 20,810,000 20,810,000 0 100.0％ 

 第一項 一 般 会 計 繰 入 金 20,810,000 20,810,000 0 100.0％ 役員退職慰労金積立金
（単年度積立24名分）

第二款 雑 収 入 10,000 10,000 0 100.0％
 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 0 100.0％
当 年 度 収 入 合 計 20,820,000 20,820,000 0 100.0％ 
第三款 前年度繰越収支差額 44,995,000 52,967,000 ▲ 7,972,000 84.9％ 
 第一項 前年度繰越収支差額 44,995,000 52,967,000 ▲ 7,972,000 84.9％ 平成29年度繰越収支差額見込み

収　　入　　合　　計 65,815,000 73,787,000 ▲ 7,972,000 89.2％ 

科　　目 平成30年度予算 平成29年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要

第一款 繰 入 金 30,723,000 17,337,000 13,386,000 177.2％ 
 第一項 一 般 会 計 繰 入 金 30,723,000 17,337,000 13,386,000 177.2％
第二款 雑 収 入 10,000 10,000 0 100.0％
 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 0 100.0％
当 年 度 収 入 合 計 30,733,000 17,347,000 13,386,000 177.2％ 
第三款 前年度繰越収支差額 1,529,623,000 1,323,346,000 206,277,000 115.6％ 
 第一項 前年度繰越収支差額 1,529,623,000 1,323,346,000 206,277,000 115.6％ 平成29年度繰越収支差額見込み

収　　入　　合　　計 1,560,356,000 1,340,693,000 219,663,000 116.4％ 

科　　目 平成30年度予算 平成29年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要
第一款 経 常 経 費 1,000 41,057,000 ▲ 41,056,000 0.0％ 
 第一項 役 員 退 職 慰 労 金 1,000 41,057,000 ▲ 41,056,000 0.0％ 名目計上
第二款 予 備 費 65,814,000 32,730,000 33,084,000 201.1％ 
 第一項 予 備 費 65,814,000 32,730,000 33,084,000 201.1％ 

支　　出　　合　　計 65,815,000 73,787,000 ▲ 7,972,000 89.2％ 

科　　目 平成30年度予算 平成29年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要

第一款 繰 出 金 1,000 1,000 0 100.0％ 
 第一項 一 般 会 計 繰 出 金 1,000 1,000  0 100.0％ 名目計上
第二款 予 備 費 1,560,355,000 1,340,692,000 219,663,000 116.4％ 
 第一項 予 備 費 1,560,355,000 1,340,692,000  219,663,000 116.4％ 

支　　出　　合　　計 1,560,356,000 1,340,693,000  219,663,000 116.4％ 

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

第二款 雑 収 入 1,000 1,000 0 100.0％
 第一項 預 金 利 息 1,000 1,000 0 100.0％
当 年 度 収 入 合 計 2,000 2,000 0 100.0％ 
第三款 前年度繰越収支差額 100,000 10,000 90,000 1,000.0％ 
 第一項 前年度繰越収支差額 100,000 10,000 90,000 1,000.0％ 平成29年度繰越収支差額見込み

収　　入　　合　　計 102,000 12,000 90,000 850.0％ 
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正会員 23,000円（年額）
日本歯科医師連盟会計規則第14条の二に
該当する会員 11,500円（年額） 

注記：本年 6 月 30 日までに納入するものとする。

日本歯科医師連盟
第133回評議員会 可決・確定した議案

本連盟第133回評議員会で可決した平成30年度の会費の額及び5会計の収支予算等は次のとおり。なお、会計期間は平成30年4月1日から平成31年3月31日まで。

（自　平成30年4月1日／至　平成31年3月31日）

第3号議案

平成30年度会費の額並びに徴収時期

　

日
本
歯
科
医
師
連
盟
は
、
国
民
歯
科
医
療
の
向
上
と
歯
科

医
業
経
営
の
安
定
、
発
展
の
た
め
に
多
角
的
に
政
治
活
動
を

展
開
し
、
も
っ
て
会
員
の
生
活
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

日
歯
連
盟
の
ス
タ
ン
ス
は
、
国
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
そ

の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
歯
科
医
療
の
充

実
を
図
る
と
共
に
、
会
員
の
生
活
を
守
る
た
め
に
必
要
な
政

治
活
動
を
推
進
す
る
事
を
第
一
義
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
事

業
を
踏
ま
え
な
が
ら
今
年
度
も
新
た
な
活
動
を
展
開
し
て
行

く
こ
と
で
あ
る
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
や
会
計
協
議
会
を
経
て
、
多

数
の
眼
に
よ
る
ガ
ラ
ス
張
り
の
会
計
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
継

続
中
で
あ
り
、
日
歯
連
盟
再
生
12
の
提
言
や
組
織
刷
新
委
員

会
、
組
織
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
提
言
の
具
現
化
に
向
け

て
活
動
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
、
若
手
や
女
性
歯
科
医
師
の
入
会
率
が
極
め
て
低

い
こ
と
は
、
今
後
の
組
織
の
存
続
に
も
関
わ
る
こ
と
か
ら
、

会
員
対
策
委
員
会
の
立
ち
上
げ
が
急
務
と
言
え
る
。
ま
た
連

盟
組
織
の
再
構
築
を
検
討
す
る
た
め
基
本
問
題
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
る
他
、
広
報
活
動
の
一
層
の
強
化
も
図
る
。
会

員
か
ら
の
貴
重
な
浄
財
で
あ
る
連
盟
会
費
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
活

動
を
支
援
し
、
地
元
の
国
会
議
員
と
の
よ
り
強
固
な
連
携
構

築
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

　

公
益
社
団
法
人
日
本
歯
科
医
師
会
と
必
要
な
情
報
を
共
有

す
る
と
共
に
政
府
の
政
策
課
題
や
消
費
税
問
題
を
始
め
と
す

る
税
制
の
見
直
し
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
と
国
民
皆
保
険
の
維
持
に
向

け
、
様
々
な
政
治
活
動
を
強
力
に
展
開
す
る
。

　

以
上
の
基
本
方
針
の
具
現
化
に
向
け
て
左
記
の
諸
事
業
を

展
開
す
る
。

平

成

30
年

度

　
事

業

計

画
（
要
旨
）

第
２
号
議
案

第1号議案

　日本歯科医師連盟役員報酬・退職慰労金支給規則の一部改正

「一部改正の概要」
⑴　退職慰労金の支給要件及び受給者並びに順位に関する事項の明示。
⑵　役員賞与の支給額及び支給日の決定に関する事項の明示。

第９号議案

　  監事補欠選挙の実施について
　日本歯科医師連盟会長及び監事選出規
則第 23 条の規定に基づき、候補者が欠員
数を超えていないため、投票によらず、樋
口壽一郎氏を当選者に決定することが承
認された。【詳細前号】

第10号議案

第 25 回参議院議員通常選挙への対応について
　平成 27 年に発生した政治資金規正法違反被告事件が今日まで係属中であるが、本連盟は
事件の発生を受けて、法令順守の徹底と再発防止に向けて、会計面や法的面を審議する関
係会議を立ち上げる等、執行部一丸となって対応に当たっているところである。
　そこで、次期参議院議員通常選挙に組織代表を擁立することは、上記状況に鑑み、控え
るべきとの理事会決定に達し、本評議員会においても承認された。

１．各種国政選挙への対応
２．地方自治体選挙対策・支援
３．デンタルミーティング開催への支援
４．各種勉強会への積極的な参加
５．組織代表等との情報交換及び支援体制の確立
６．歯科医師議員連盟の組織の充実と連携の強化
７．関係団体・機関との相互理解と協力の強化
８．全国歯科大学歯学部同窓・校友会との連携強化
９．情報開示の推進、外部広報活動の推進

１．日歯連盟改革の推進
２．会員増強活動の推進
３．日本歯科医師会との連携・協力
４．都道府県歯科医師連盟との連携強化
５．規約、諸規則等の改正の検討
６．諸会議の充実
７．役員勉強会の開催
８．情報開示の推進、内部広報活動の推進

【対外事業】

【対内事業】
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歯科医師・歯科衛生士のための
超音波デブライドメント

超音波デブライドメントを初めて学ぶ人から、
いま臨床で実践している歯科医師・歯科衛生士まで。
この１冊で、必要なすべてを網羅！

〒 161-8558　東京都新宿区下落合 2-6-22 TEL：03-3952-5141 FAX：03-5982-7751
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一世出版

歯科医師・歯科衛生士のための超音波デブライドメント
First step セミナー

～超音波スケーラーを知ろう！基礎知識から実践まで～

臨床家と教育現場のプロである著者らの指導で、明日からの臨床に即、
役立つ「気づき」を手にすることができます。是非ご参加ください！

日　程：2018年７月 29日（日）10：00～ 16：00
　　　　2019年２月 17日（日）10：00～ 16：00
会　場：太陽歯科衛生士専門学校
参加費：30,000円（消費税込、昼食・書籍付）
対　象：歯科医師、歯科衛生士（定員・各 32名）
共　催：太陽歯科衛生士専門学校・白水貿易株式会社
後　援：一世出版株式会社
セミナーの詳細についてのお問い合わせ・お申し込みは
白水貿易株式会社 関東研修サービスセンター
TEL.048-884-3951　FAX.048-884-3950まで
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平
成
30
年
３
月
９
日
（
金
）、
午
後
２
時
よ

り
歯
科
医
師
会
館
１
階
大
会
議
室
に
お
い
て

都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
会
長
会
議
が
開
催

さ
れ
た
。

　

渡
辺
副
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
座
長
に

立
花
副
会
長
が
選
任
さ
れ
た
。

　

高
橋
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
、
各
種
選
挙

活
動
報
告
、
裁
判
の
進
捗
状
況
の
報
告
を
行

い
、
次
期
参
議
院
議
員
選
挙
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
今
日
こ
の
場
で
日
歯
連
盟
の
方
針

を
述
べ
た
う
え
で
、
議
場
か
ら
の
ご
意
見
を

伺
い
た
い
と
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
日
本
歯
科
医
師
会
の
堀
会
長

は
、
平
成
30
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、

将
来
を
見
据
え
た
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
、
引
き

続
き
臨
床
現
場
が
取
り
組
み
や
す
い
形
と
な

る
よ
う
、
最
後
ま
で
丁
寧
に
対
応
し
て
参
り
た

い
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
白
須
賀
貴
樹
衆
議
院
議
員
、
島

村
大
参
議
院
議
員
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

国
会
報
告
で
は
石
井
み
ど
り
参
議
院
議
員

よ
り
、
子
育
て
支
援
法
案
、
働
き
方
改
革
法
案
、

診
療
報
酬
改
定
等
の
報
告
が
あ
り
、
続
い
て

山
田
宏
参
議
院
議
員
よ
り
安
全
保
障
、
社
会

保
障
に
お
け
る
歯
科
の
重
要
性
に
つ
い
て
の

話
題
が
あ
が
っ
た
。

【
報　

告
】

　

久
保
田
理
事
長
よ
り
一
般
会
務
報
告
が
行

わ
れ
、
山
下
副
理
事
長
か
ら
は
会
員
数
報
告
、

退
会
届
の
新
様
式
変
更
に
係
る
説
明
、
各
種

行
事
予
定
の
報
告
が
行
わ
れ
、
冨
山
副
理
事

長
よ
り
会
計
現
況
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
、
熊
田
弁
護
士
よ
り
、
政

治
資
金
規
正
法
違
反
被
告
事
件
に
係
る
裁
判

の
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
神
奈
川
県
・
鶴
岡
会
長
よ
り
、「
神

奈
川
県
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条

例
（
予
定
）」
新
旧
対
照
表
が
提
示
さ
れ
、
説

明
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
島
村
参
議
院
議
員
よ
り
、「
歯
科
口

腔
保
健
推
進
室
」
が
「
省
令
室
」
に
昇
格
し

た
こ
と
の
経
緯
説
明
が
あ
っ
た
。

▼ 

報
告
に
対
す
る
質
問
等

・
秋
田
県
・
藤
原
会
長
よ
り
、
①
総
裁
選
に
つ

い
て
②
裁
判
の
経
緯
に
つ
い
て
③
憲
法
改
正

に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
山
田
・
島
村

両
参
議
院
議
員
が
答
弁
し
た
。

・
広
島
県
・
荒
川
会
長
よ
り
、
次
期
参
院
選
に

向
け
た
組
織
代
表
候
補
擁
立
に
つ
い
て
の
要

望
が
あ
っ
た
。

【
協　

議
】

⑴
時
局
対
策

　

高
橋
会
長
よ
り
、
次
期
参
院
選
に
向
け
て
の

対
応
に
つ
い
て
、
そ
の
方
針
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

本
連
盟
の
現
在
の
状
況
に
鑑
み
て
、
執
行

部
と
し
て
は
本
連
盟
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

選
挙
は
実
施
せ
ず
、
別
の
手
段
を
検
討
し
て

い
く
に
あ
た
り
、
都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟

の
先
生
方
の
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
と

説
明
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
佐
賀
県
・
寺
尾
会
長
よ
り
、

日
歯
連
盟
が
支
援
し
て
い
く
候
補
者
の
情
報

に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
早
め
に
都
道
府
県
に

お
知
ら
せ
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

⑵
そ
の
他　

・
新
潟
県
・
片
山
会
長
よ
り
、
デ
ン
タ
ル
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
等
で
活
用
す
る
資
料
の
情
報
を
実

態
に
即
し
た
形
で
更
新
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

・
静
岡
県
・
犬
塚
副
会
長
（
代
理
出
席
）
よ
り
、

日
歯
と
本
連
盟
会
員
と
の
明
確
な
峻
別
に
つ

い
て
、
会
員
に
は
ど
う
説
明
す
れ
ば
良
い
か

と
い
う
質
問
が
あ
り
、
久
保
田
理
事
長
が
答

弁
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
川
野
副
会
長
の
閉
会
の
辞
が
行

わ
れ
、
会
長
会
議
は
終
了
し
た
。

　

平
成
30
年
３
月
23
日
（
金
）
、
午
後
１
時
よ

り
歯
科
医
師
会
館
１
階
大
会
議
室
に
お
い
て

第
１
３
３
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

川
野
副
会
長
の
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
飼

馬
議
長
・
藤
田
副
議
長
の
采
配
の
も
と
、
議

事
録
署
名
人
が
指
名
さ
れ
た
。

　

物
故
会
員
（
４
５
７
名
）
へ
の
黙
祷
の

後
、
高
橋
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
堀
日
歯

会
長
、
白
須
賀
貴
樹
衆
議
院
議
員
よ
り
来
賓

挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

【
報　

告
】

　

久
保
田
理
事
長
よ
り
一
般
会
務
報
告
、
冨

山
副
理
事
長
よ
り
会
計
現
況
報
告
が
な
さ
れ

た
。
そ
の
他
報
告
と
し
て
、
矢
田
弁
護
士
か

ら
政
治
資
金
規
正
法
違
反
事
件
の
現
況
に
つ

い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

▼ 

報
告
に
対
す
る
質
問
等

・
東
京
都
・
岡
本
評
議
員
よ
り
、
会
員
の
年

齢
別
・
性
別
構
成
割
合
等
の
デ
ー
タ
係
る
質
問

に
対
し
て
、
久
保
田
理
事
長
が
答
弁
し
た
。

・
山
梨
県
・
諸
角
評
議
員
よ
り
、
保
険
診
療

に
関
わ
る
施
設
基
準
の
あ
り
方
に
係
る
質
問

が
あ
り
、
高
橋
会
長
が
答
弁
し
た
。

・
神
奈
川
県
・
富
田
評
議
員
よ
り
、
政
治
資

金
違
反
被
告
事
件
に
み
る
組
織
内
部
の
あ
り

方
に
つ
い
て
要
望
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
平
成
29
年
度
日
本
歯
科
医

師
連
盟
褒
賞
授
賞
式
が
執
り
行
わ
れ
、
中
村

昌
人
氏
（
神
奈
川
県
）
、
古
川
哲
郎
氏
（
大

阪
府
）
、
相
田
俊
孝
氏
（
埼
玉
県
）
、
定
岡

央
政
氏
（
埼
玉
県
）
、
蒲
池
元
春
氏
（
東
京

都
）
の
５
名
が
表
彰
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
定
岡
氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

【
授
賞
式
の
詳
細
は
前
号
】

【
議　

事
】
※
２
〜
３
面
参
照

　

以
下
10
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
、
全
議
案
と
も
可
決
・
確
定
し
た
。

第
１
号
議
案
：
日
本
歯
科
医
師
連
盟
役
員
報

酬
・
退
職
慰
労
金
支
給
規
則
の
一
部
改
正

第
２
号
議
案
：
平
成
30
年
度
事
業
計
画

第
３
号
議
案
：
平
成
30
年
度
会
費
の
額
並
び

に
徴
収
時
期

第
４
号
議
案
：
平
成
30
年
度
一
般
会
計
収
支

予
算

第
５
号
議
案
：
平
成
30
年
度
政
治
活
動
運
営

会
計
収
支
予
算

第
６
号
議
案
：
平
成
30
年
度
選
挙
関
係
管
理

会
計
収
支
予
算

第
７
号
議
案
：
平
成
30
年
度
役
員
退
職
金
積

立
金
会
計
収
支
予
算

第
８
号
議
案
：
平
成
30
年
度
運
営
基
金
積
立

金
会
計
収
支
予
算

第
９
号
議
案
：
監
事
補
欠
選
挙

第
10
号
議
案
：
第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

な
お
、
第
10
号
議
案
で
は
12
名
の
評
議
員

よ
り
意
見
や
要
望
等
が
寄
せ
ら
れ
、
高
橋
会

長
は
「
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
真
摯
に
受
け

止
め
る
と
と
も
に
、
次
期
参
院
選
に
つ
い
て

は
、
日
歯
連
盟
が
主
体
と
な
っ
た
従
来
型
の

選
挙
を
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
組
織
票
を
切
り

崩
さ
れ
な
い
よ
う
、
都
道
府
県
歯
連
盟
の
先

生
方
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
つ
つ
活
動
し
て
参

り
た
い
」
と
述
べ
た
。

【
協　

議
】

　

⑵
そ
の
他
で
は
評
議
員
よ
り
寄
せ
ら
れ
た

事
前
質
問
の
受
け
答
え
が
行
わ
れ
た
。

【
事
前
質
問
１
】
骨
太
の
方
針
と
今
後
の
連

盟
活
動
に
つ
い
て
（
新
潟
県
・
片
山　

修
評

議
員
）

　

答
弁
者
：
山
下
副
理
事
長

【
事
前
質
問
2
】
「
改
革
工
程
表
２
０
１
７

改
定
版
」
に
つ
い
て
（
東
京
都
・
内
山
誠
也

評
議
員
）

　

答
弁
者
：
川
野
副
会
長

【
事
前
質
問
３
】
次
期
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
へ
の
対
応
に
つ
い
て
（
要
望
）
（
埼
玉

県
・
高
木
忠
雄
評
議
員
）

　

第
10
号
議
案
に
て
協
議
を
実
施
し
た
た

め
、
本
人
よ
り
辞
退
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
、
東
京
都
・
有
吉
評
議
員

よ
り
、
歯
科
衛
生
士
の
修
業
・
就
労
環
境
の

改
善
に
係
る
要
望
が
、
ま
た
、
茨
城
県
・
橋

本
評
議
員
よ
り
、
従
来
型
選
挙
以
外
の
選
挙

形
態
に
係
る
質
問
が
あ
り
、
高
橋
会
長
が
答

弁
し
た
。

　

以
上
に
て
全
日
程
が
終
了
し
、
立
花
副
会

長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
連
盟
の
会

員
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
の
議
事

録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
６
月
末
日
め
ど
）

組織代表選挙は見送り
次期参院選 高橋会長、「忸怩たる思い」
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